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 光陰矢のごとし。早くも 3月。受験の発表や卒業式のシーズンですね。2月にセミナー受講の

ため 3 回ほど上京しました。受験生とその保護者と思われる方を佐賀空港でも何人もお見かけ

しました。受験生はもちろんですが、親もつらい時期です。早く良い知らせが来ることをお祈

りします。 

 私も 2 月末に高濃度ビタミンＣ点滴療法学会主催の「分子栄養学講座」の認定医試験を受け

てきました。久し振りに受ける試験でした。前日までにレポートも提出しなければならず、こ

れが意外と手間取ってしまい、とうとう徹夜になってしまいました。普段鉛筆を使うことがな

いので、試験の前夜、子供に「筆箱貸して」、と言ったら、きれいに削ってキャップを付けてく

れました。予備にとシャーペンと替え芯まで入れてくれて、親子っていいな、と思いました。

この講習会では、宿題もあったので大変でしたが、勉強せざるを得ず、充実感も味わいました。

全国から受講生が集まり、医科・歯科問わずディスカッションしながら学び、お友達が増えた

ことも収穫でした。問題量が多く、内容も難しかったので時間が足らず、皆さん、「追試受けな

きゃ」と言い合っていました（もちろん私もその一人です）。まだ栄養療法の入口に立ったばか

りなので、もっと勉強して皆様のお役に立ちたいと思います。 

 2月半ばから新しいスタッフが入りました。歯科衛生士の西原と申します。クリニックの平均

年齢が少し若返りました。しばらくは仕事を覚えるのに精一杯で、ご迷惑をおかけするかと思

いますが、よろしくお願い申し上げます。 
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雑用はない 

                 渡辺 和子（ノートルダム清心学園理事長） 

  

 
一人前の修道女になるためには、数年の準備期間があり、三十歳近くで入会した私は、そのうち

の五年近くをアメリカで過ごした。当時は、修道女を志す人も今と違って多く、二十代の若いアメ

リカ人百数十名と、ボストンの郊外の広大な修練院で修業していた一年間の、ある日のことであっ

た。 
黙想、食事が行われ、その他の時間は主として草取り、洗濯、食事の下ごしらえ等の単純な作業に

当てられていた。 
 その日は夏の暑い午後だった。私は割り当てられていた配膳の仕事を食堂で果たしていた。百数

十の皿、コップ等を長机の上、パイプ椅子の前に一つひとつ並べてゆく仕事を、沈黙のうちに手早

く行っていた時であった。 
 突然、「あなたは、何を考えながら仕事をしているのですか」と問いかけられ,振り向くと、そこに

は厳しい顔をした修練長の姿があった。「別に何も」と答えた私は、「あなたは時間を無駄にしてい

る」と叱責され、一瞬戸惑いを隠せなかった。命ぜられたことを、命ぜられたようにしていたから

である。 
 修練長は、そんな私に今度は優しくさとすのだった。「時間の使い方は、そのまま命の使い方なの

ですよ。同じ仕事をするなら、やがて夕食につく一人ひとりのシスターのために祈りながら並べて

ゆきなさい」 
 何も考えないで皿を並べるなら、ロボットの作業と同じだ。「つまらない」と考えて過ごす時間は、

に」と、私にしかこめられない愛と祈りをこめて並べて、初めて私は愛と祈りの人生を送れるのだ

ということを、その日、その時、教えられたのだった。 
 三十歳まで、英語を使うやりがいのある仕事に就き、修士号を取得していた私は、当初こそ、「こ

れが修道生活というものだ」と納得して、単純労働にもいそしんでいたのに、時が経つにつれ、知

的な刺激の少ない生活に対して「つまらない」と考える不遜な人間になっていた。 
 時間の使い方は、いのちの使い方、この世に“雑用”という用はない。用を雑にした時に、雑用

が生まれるのだということを、心に叩き込まれた修道院での一コマであった。 
 果たして、私が「お幸せに」と祈りながら皿並べをしたから、夕食で坐ったシスターが幸せにな

ったかどうかはわからない。わからないでいいのだ。これは私の時間の使い方、私の人生の問題だ

ったからである。しかしながら一つ、たしかに変わった事があった。それは、私から仏頂面が消え

たことだった。 
生きていく上では、嫌なこと、したくないこと、欲しくないもの、気にいらない相手など、数々

の自分にとって“有り難くない”ものごとに向き合わないといけないことがある。つまらない仕事

を、つまらなくない仕事に変える術を、若くして修練院で教えてもらえたことを、私は、感謝して

いる。 
 



 
「しあわせは、いつも自分の心が決める」のであり、私たちは、環境の奴隷ではなく、環境の主

人となり得る人間の尊厳を取り戻さなければならない。 
 
マザーテレサは、炊き出しをするシスターたちに必ず三つのことを実行するように諭しておられ

た。パンとスープボウルを渡す時には、相手の目を見て、ほほえむこと、手に触れて、ぬくもりを

伝えること、そして短い言葉がけをするという三つであった。それは、ロボットにはできない、人

間の、他の人間に対する愛と祈りの表現であった。  
仕事を“する”doing も大切だが、どういう自分かという being を忘れてはいけないのだ。 
 
 
 
 
 
 
昨年も渡辺和子さんのお話をご紹介しました。今回も心に沁みるお話です。 

 目立つ仕事、華やかな仕事は評価されやすいですが、誰がやってもできそうなことや地味

で目立たない仕事は敬遠されがちです。でも、そういった仕事を誰がほめてくれるわけでは

なくとも、毎日こつこつやり続けることこそが尊いことであると改めて思いました。 
 当院の仕事も患者様に接するスタッフもいれば、器具の整理や消毒をするスタッフもいま

す。「こんな単純な作業ばかりつまらない」、「こんなの誰でもできるじゃない」などと思え

ば気持がよそに向いてしまうため、どこかでミスをしてしまいます。「患者様に最高の治療

を受けていただこう」と思えば、パッキングも器具の配置もきちんとなされるものです。そ

のことは常々朝礼・終礼でも申し送りをしています。そして、忙しい診療の合間にもよく清

掃を心がけるスタッフは患者様の表情の変化にも敏感です。清掃や器具の整理、毎日のお茶

入れなどの小さなことの積み重ねが人を作っていくのだな、と彼女たちの成長を頼もしく眺

めている今日この頃です。 
 相手の目を見て微笑むこと、手に触れて、ぬくもりを伝えること、短い言葉がけをするこ

と、というマザーテレサの三つの教えは医療従事者である私たちに最も課せられた課題であ

ると思いました。 
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